
（様式１－１）
　　　　　　　　　　　　　　指定管理者指定申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　愛知県知事　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　主たる事務所の所在地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　

　　下記の公の施設の指定管理者の指定を受けたいので、指定管理者による公の施設の管理に関する条例第３条第２項の規定により申請します。

記

　公の施設の名称

  愛知県緑化センター・愛知県昭和の森
（添付書類）

　１　指定管理者業務の実施に関する計画書

　２　定款又はこれに準ずるもの

　３　申請者が法人である場合にあっては、登記事項証明書又はこれに準ずるもの

　４　知事が指定する事業年度の貸借対照表及び損益計算書又はこれらに準ずるもの

　５　組織及び運営に関する事項を記載した書類

　６　現に行っている業務の概要を記載した書類

　７　その他知事が必要と認める書類
（様式１－２）
　　　　　　　　　　　　　　指定管理者指定申請辞退届
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　愛知県知事　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　主たる事務所の所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　
　下記の公の施設について、指定管理者の指定を受けるため　　　年　　月　　日に申請書を提出しましたが、以下の理由により辞退したいので届け出ます。
記
公の施設の名称

  愛知県緑化センター・愛知県昭和の森

申請辞退理由：
（様式２－１）
指定管理者業務の実施に関する計画書
	施設名
	愛知県緑化センター・愛知県昭和の森

	住　　所
	

	法人等名
	

	代表者名
	

	Ｔ Ｅ Ｌ
	

	Ｆ Ａ Ｘ
	

	メールアドレス
	

	担当者所属
	

	担当者氏名
	


（様式２－２）
指定管理者指定申請書総括表（愛知県緑化センター・愛知県昭和の森）
	申請者の名称（所在地）
	

	平等な利用の確保に関する方針
（詳細は様式3-1）
	

	施設の基本的な管理運営方針
（詳細は様式3-2）
	

	施設の維持管理についての考え方
（詳細は様式3-3）
	

	利用者サービス向上への取組
（詳細は様式3-4）
	

	利用促進への取組
（詳細は様式3-5）
	

	地域や関係機関との連携及び地元雇用の確保についての考え方
（詳細は様式3-6）
	

	経費縮減への取組
（詳細は様式3-7）
	

	管理運営に係る収支計画の概要
（詳細は様式3-8-1･3-8-2･3-8-3）
	

	施設管理に関する技術等

（詳細は様式3-9）
	

	施設管理の実施体制の概要
（詳細は様式3-10-1･3-10-2･ﾛｰﾃｰｼｮﾝ表･3-10-3）
	

	人材育成の方針
（詳細は様式3-11）
	

	緊急時の体制の概要
（詳細は様式3-12）
	

	個人情報保護及び情報公開に対する考え方
（詳細は様式3-13）
	

	諸規程の整備又は方針

（詳細は様式3-14）
	

	管理運営に係るＰＲ事項
（詳細は様式3-15）
	


（様式３－１）
　「平等な利用の確保に関する方針」
	　愛知県緑化センター・愛知県昭和の森を管理運営するうえで、利用者の平等な利用の確保に関する方針について記入してください。

	


（様式３－２）
　「施設の基本的な管理運営方針」
	　愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の設置目的を踏まえ、どのような管理運営を行っていくか基本的な考え方を記入してください。（運営方針、理念等）

	　
　設置目的を踏まえた管理運営の基本的考え方

　（１）緑化普及指導業務

（２）一般運営業務

（３）緑化樹木・森林管理（以下「樹木等管理」という。）業務
①　緑化樹木管理

②　森林管理
　　（４）施設管理業務


（様式３－３）
　「施設の維持管理についての考え方」
	主要施設建築から50年が経過し、各施設の老朽化も進んでいることから、愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の日常的、定期的な安全管理、樹木等管理、清掃、設備保守点検、施設の修繕等について、基本的な考え方及び重視するポイントを記入してください。

また、業務ごとに具体的な方法、内容、頻度等について記入するとともに、年間の作業計画表（様式任意）を作成してください。

	(1) 基本的な考え方及び重視するポイント

(2) 具体的な方法、内容、頻度等
①安全管理

②樹木等管理

　ア　緑化樹木管理

イ　森林管理
③清掃

④設備保守点検

⑤施設の修繕

⑥その他


（様式３－４）
　「利用者サービス向上への取組」
	　利用者サービスの向上に対する取組について記入してください。

	(1) どのようにして愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の利用者ニーズの把握と分析を行い、管理運営に反映するか記入してください。

(2) トラブルが発生した場合や苦情等が寄せられた場合の対処方法や考え方について記入してください。

(3) その他の取組について記入してください。


（様式３－５）
　「利用促進への取組」
	利用促進、利用者増に関する目標値について記入するとともに、その具体的な方針や手法について記入してください。
なお、自主事業を実施する予定がある場合は別の任意の様式にその内容を記入してください。

	（１）目標値

（２）方針及び手法


（様式３－６）
　「地域や関係機関との連携及び地元雇用の確保についての考え方」
	愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の管理運営にあたり、住民との協働や、地域や団体、関係機関との連携の考え方について記入してください。

また、地元雇用の確保及び地元雇用者の能力についての考え方を、具体的に記入してください。

	


（様式３－７）
　「経費縮減への取組」
	愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の管理運営にあたり、どのようにして効率的な管理運営を行うか、経費の縮減に関する方針や創意工夫について記入してください。

	


（様式３－８－１）
　「管理運営に係る収支計画の概要」
	収支計画書（様式３－８－２）を作成するとともに、その積算内訳を添付してください。（様式任意。ただしＡ４判で作成してください。）
また、有料施設の利用料金について、承認申請額設定の考え方や理由を利用料金提案書（様式３－８－３）に記入してください。

	


（様式３－８－２）
　「収支計画書」                                                                                                                     （単位：千円）
	区　　分
	2026年
	2027年
	2028年
	2029年
	2030年

	利用料等（収入）
	利用料金収入
	
	
	
	
	

	
	指定管理料収入
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	収入計(ａ)
	
	
	
	
	

	管理運営費（支出）
	施設管理費
	人件費（雇員・直営作業員）
	
	
	
	
	

	
	
	清掃費
	
	
	
	
	

	
	
	樹木等管理費
	
	
	
	
	

	
	
	保守点検費
	
	
	
	
	

	
	
	警備費
	
	
	
	
	

	
	
	修繕費
	
	
	
	
	

	
	
	雑工
	
	
	
	
	

	
	運営費
	人件費（事務所職員）
	
	
	
	
	

	
	
	人件費（雇員・直営作業員）
	
	
	
	
	

	
	
	緑化普及指導業務費
	
	
	
	
	

	
	
	光熱水費
	
	
	
	
	

	
	
	事務所運営費
	
	
	
	
	

	
	
	
	キャッシュレス決済業務に係る経費
	
	
	
	
	

	
	支出計(ｂ)
	
	
	
	
	

	収支差(ａ)－(ｂ)
	
	
	
	
	

	備考


※１ 人件費には施設管理費、運営費に区分される業務に従事する人員の給与等を記入して下さい。（これらの欄の合計が指定管理業務全体の人件費となります。）

※２ 事務所運営費には、通信・送信費、印刷製本費、消耗品費、消耗備品費、手数料、会議費、保険料、租税公課費、旅費交通費等を含めてください。
※３ その他特記事項（考え方等）があれば、備考に記入してください
※４　積算内訳を添付してください。（なお、積算根拠が分からない場合等について、追加で資料の提出をお願いすることがあります。）
（様式３－８－３）
　「利用料金提案書」                                                                                                                     
　○利用料金の設定に係る考え方等について記入してください。
	


　○個々の利用料金制導入施設について利用料金の承認申請料金を記入してください。

	施設名


	区分
	単位
	使用料の額

（単位　円）
	R6件数

（実績）
	現行料金

（単位　円）
	承認申請料金

（単位　円）

	愛知県昭和の森


	バーベキュー場使用料
	区画／回
	５００
	　　９６４ 区画
	５００
	


（様式３－９）
「施設管理に関する技術等」
	愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の管理運営を行うにあたり、貴団体が持っている技術、手法及び経験等でアピールしたい事項があれば記入してください。

	(1) 樹木等管理に関する創意工夫等の例

(2) 樹木等管理の知識、技術、実績の例
①樹木等管理業務の受注実績
　ア　緑化樹木管理

イ　森林管理
②樹木等管理業務の指導実績
　ア　緑化樹木管理

イ　森林管理
(3) その他アピールしたい事項




（様式３－１０－１）
　「施設管理の実施体制の概要」
	愛知県緑化センター・愛知県昭和の森にどのような能力（資格等）や雇用形態の職員を配置して業務を遂行するか、「人員配置計画書」（様式３－１０－２）を作成するとともに、本部と現地の責任体制・業務実施体制も含め、具体的かつ現実的な計画を記入してください。（業務実施体制については、樹木等管理の作業班等も含め記入ください。）

	


（様式３－１０－２）
「人員配置計画書」                                         　　　　　　                                　  　　　　　　
	役　　職
	担当業務内容
	能力、資格、実務経験年数など
	雇　用　形　態
	職員の
年齢層
	１週間の
勤務時間
	備　　考

	
	
	
	正規
	ﾊﾟｰﾄ
	委託
	その他（具体的に記入）
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※仕様書を確認し必要な職員を記入してください。なお、配置する職員全てについて記入してください。
※役職については、愛知県緑化センター・愛知県昭和の森を管理運営するうえで必要と思われる役職を記入してください。ただし、総括責任者、所長、運営業務責任者、施設管理業務責任者については必ず記入してください。（総括責任者と所長は兼務することができます。）
※能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定のうえ記入してください。
※職員の雇用形態は、実際に勤務する職員を想定して該当する欄に○印を記入してください。
　正規職員とは、週４０時間程度勤務し貴団体が複数年にわたり雇用する職員とします。パートは、非常勤で臨時に契約する職員とします。
※職員の年齢層は、２０代、３０代等目安で結構ですので記入してください。
※愛知県緑化センター・愛知県昭和の森に常勤する職員を除き、貴団体の本社などで愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の管理に係わる人員を置く場合は、備考欄にその旨記入し、週間勤務時間に愛知県緑化センター・愛知県昭和の森管理運営業務に係わる時間を記入してください。
※本表とは別に管理運営に係る勤務ローテーション表（標準１ヶ月：Ａ４判、様式任意）の案を作成し提出してください。
人員配置計画書（記入例）                                         　　　　　　                                　  　　　　　　
	役　　職
	担当業務内容
	能力、資格、実務経験年数など
	雇　用　形　態
	職員の
年齢層
	一週間の
勤務時間
	備　　考

	
	
	
	正規
	ﾊﾟｰﾄ
	委託
	その他（具体的に記入）
	
	
	

	総括責任者兼所長
	マネージメント全般
	
	○
	
	
	
	４０代
	４０ｈ
	

	運営業務責任者
	経理全般、庶務事務
	経理事務士３級、簿記資格
	○
	
	
	
	３０代
	４０ｈ
	

	スタッフ①
	経理担当
	情報処理活用能力検定準２級
	
	
	
	
	２０代
	４０ｈ
	

	営業担当
	誘客営業等
	営業経験者
	○
	
	
	
	４０代
	４０ｈ
	

	スタッフ①
	窓口業務
	
	
	○
	
	
	２０代
	４０ｈ
	

	企画担当
	催事計画
	イベント業務管理者
	○
	
	
	
	３０代
	４０ｈ
	

	スタッフ①
	催事担当
	
	○
	
	
	
	２０代
	４０ｈ
	

	樹木等管理業務責任者
	樹木等管理
	造園施工管理技士
	○
	
	
	
	４０代
	４０ｈ
	

	スタッフ①
	樹木等管理担当
	
	○
	
	
	
	３０代
	４０ｈ
	

	施設管理業務責任者
	施設管理
	建築設備士
	○
	
	
	
	４０代
	２０ｈ
	 本社兼務

	スタッフ①
	施設管理担当
	
	○
	
	
	
	３０代
	４０ｈ
	

	マルチスタッフ①
マルチスタッフ②
マルチスタッフ③
	施設管理
樹木等管理
イベント支援
	
	
	○
○
○
	
	
	５０代
４０代
６０代
	４０ｈ
４０ｈ
４０ｈ
	


※仕様書を確認し必要な職員を記入してください。
※配置する職員全てについて記入してください。
※役職については、愛知県緑化センター・愛知県昭和の森施設を管理運営する上で必要と思われる役職を記入してください。ただし、総括責任者、所長、運営業務責任者、施設管理業務責任者については必ず記入してください。（総括責任者と所長は兼務することができます。）
※能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入してください。
※職員の雇用形態は、実際に勤務する職員を想定して該当する欄に○印を記入してください。
　正規職員とは、週４０時間程度勤務し貴団体が複数年にわたり雇用する職員とします。パートは、非常勤で臨時に契約する職員とします。
※職員の年齢層は、２０代、３０代等目安で結構ですので記入してください。
※愛知県緑化センター・愛知県昭和の森に常勤する職員を除き、貴団体の本社などで愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の管理に係わる人員を置く場合は、備考欄にその旨記入し、週間勤務時間に愛知県緑化センター・愛知県昭和の森管理運営業務に係わる時間を記入してください。
※本表とは別に管理運営に係る勤務ローテーション表（標準１ヶ月：Ａ４判、様式任意）の案を作成し提出してください。
（様式３－１０－３）
　「業務の再委託及びその点検方法」
	業務の一部を第三者に委託する予定がある場合は、具体的な委託業務内容とともに、指定管理者としての点検、チェック方法、指導監督方法などについて記入してください。

	


（様式３－１１）
　「人材育成の方針」
	　業務に携わる職員の技術や能力育成に関する方針及び研修計画等について記入してください。

	


（様式３－１２）
　「緊急時の体制の概要」
	　事故や災害発生時などの緊急時の体制について、連絡方法及び対応を含めて記入してください。また、事故や災害発生時に的確に対応するための平時の取組（職員研修や施設の構成・構造や特性を踏まえた訓練の実施等）についても、具体的に記入してください。

	


（様式３－１３）
　「個人情報保護及び情報公開に対する考え方」
	　個人情報保護に対する考え方等及び情報公開についての考え方について記入してください。（規程等を定めている場合は添付してください。）

	　（１）個人情報保護に対する考え方及び個人情報の取扱い
　（２）情報公開に対する考え方（要綱等を制定済みであればその内容も）




（様式３－１４）
　「諸規程の整備又は方針」
	　就業、給与、決裁及び会計等の取扱いについて規程等を定めている場合は添付してください。明文化したものがない場合はどのような方針で行っているか記入してください。

	


（様式３－１５）
　「管理運営に係るＰＲ事項」
	　当該施設管理に対する参加意欲、抱負、ＰＲしたい事項について記入してください。

	


[image: image4.emf]（様式４）
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（様式５－１）
法人等概要書
	名称
	

	代表者名
	

	主たる事務所の所在地
	

	設立年月日
	

	資本金
	

	売上高
	

	従業員数
	

	業務内容
	

	法人等の特色
	


　
（様式５－２）

法人役員等一覧（法人名　：　　　　　　　　                 　　　　）

	 eq \o\ad(役職名,　　　　　　　　　　　　)
	（フリガナ）

氏　　　名
	 eq \o\ad(生 年 月 日,　　　　　　　　　　　)
	性別
	住　　　　　　　所

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※指定管理者の申請資格を確認するため、回答内容について、関係機関に照会することがあります。

※法人については非常勤を含む役員及び支配人並びに営業所の代表者、その他の団体については法人の役員等と同様の責任を有する代表者及び理事等について記載してください。

※欄が不足する場合は、行を追加して記載してください。

※共同体の場合は、すべての構成団体の役員について記載してください。
（様式６－１）
	業　　務　　名
	業　務　内　容
	備　考

	
	
	


	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


主要業務実績一覧
※本書には過去３箇年程度の主要業務実績について記入してください。

　（愛知県緑化センター・愛知県昭和の森やその類似施設の管理運営業務に関する業務実績がある場合は、様式６－２に記入してください。）
※業務内容欄には、業務の概要、受注額、発注者等について詳細に記入してください。

（様式６－２）
	業　　務　　名
	業　務　内　容
	備　考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


愛知県緑化センター・愛知県昭和の森等の管理運営業務に関する実績状況
※本書には過去３箇年程度の愛知県緑化センター・愛知県昭和の森やその類似施設の管理運営業務に関する業務実績について記入してください。

※業務内容欄には、施設の概要（施設名称、所在地、施設規模、年間集客数等）、業務の概要（業務内容（緑化普及指導業務、一般運営業務、樹木等管理業務、施設管理業務）、管理運営体制、管理運営業務の期間等）、受注額、発注者等について可能な限り詳細に記入してください。

（様式７）
誓 約 書
 　愛　知　県　知　事　　殿   
        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　 　月 　　日     
                                         所在地

　　　　　　　　　　　　　　団体名
                                         代表者氏名   　　　　　　　　　　　　　
（共同体の場合、構成員連名としてください）
  愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の指定管理者指定申請を行うにあたり、下記の事項について真実に相違ありません。
　　　
記
・指定管理者募集要項第３の１の申請資格要件を満たしています。
・提出した申請書類に虚偽又は不正はありません。
（様式８）
共同体構成員届

年　　　月　　　日
　　　　
愛　知　県　知　事　　殿　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同体の名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　構成員（代表者）所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　
構成員　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　
構成員　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　
　　　このたび、愛知県緑化センター・愛知県昭和の森における指定管理者の指定を受けるため
　　共同体を結成しましたので届け出ます。
（様式９）

愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の指定管理者業務に関する共同体協定書
第１条
（目的）
第２条

（名称）

第３条
（所在地）
第４条
（成立の時期及び解散の時期）
第５条
（構成員の所在地及び名称）
第６条
（代表者の名称）
第７条
（代表者の権限）
第８条
（構成員の責任）
第９条
（権利義務の制限）
第10条

（構成員の脱退に対する措置）

第11条

（構成員の破産又は解散に対する措置）
第12条

（協定書に定めのない事項）
　年　　　月　　　日
構成員（代表者）　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
構成員　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　
※上記各条項を参考に共同体の協定書を作成し、提出してください。
（様式１０）

委　任　状

愛　知　県　知　事　殿
共同体の名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　構成員（代表者）　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　
構成員　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　
 私は、下記の共同体代表者を代理人と定め、当共同体が存続する間、次の権限を委任します。
記
受任者
　　　　　　　　　　　所在地
共同体の代表者　　　　名　称
　　　　　　　　　　　代表者氏名
委任事項
１　愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の指定管理者指定申請関係書類の作成及び提出
２　愛知県と愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の管理運営業務についての協定書の締結
３　愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の管理運営業務についての指定管理料の請求及び受領

　　　　　　　　　　　
　　　　　
（様式１１）

年　　　月　　　日
　　愛知県農林基盤局林務部
　　　　　　森林保全課長　　殿
（申請者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名
愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の指定管理者募集に係る
現地説明会の参加について
　このことについて、下記の担当者が出席します。
記
　参加者名（役職）　：
　連絡先　　ＴＥＬ：
　　　　　　ＦＡＸ：
　　　　　　E-mail：
（様式１２－１）

「愛知県緑化センター・愛知県昭和の森指定管理者指定申請に係る質疑書」
法人等名　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者氏名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ－mail  ：
（様式１２－２）

質疑書（愛知県緑化センター・愛知県昭和の森）
	資料名称
ページ数

行　数
	質　　　疑　　　事　　　項
	回　　　　　　　答

	
	※用紙が不足する場合は、複写して使用してください。
	


※資料名称は、本募集要項に関するものは、「募集要項」、愛知県緑化センター・愛知県昭和の森指定管理者業務仕様書に関するものは「仕様書」、その他のものについては「その他」と記入してください。
（資料１）
「愛知県緑化センター・愛知県昭和の森案内図」　　　　　　　　　　
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緑化センター・昭和の森ホームページ
ＵＲＬ　https://www.aichi-park.or.jp/ryokka/
（資料２）
「愛知県緑化センター・愛知県昭和の森平面図・敷地図」　 　　　　　　
[image: image3.jpg]T RMRBHOR





　　　　　
　（資料３）
「愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の利用状況」　　　　　　　　　　　　　　
 (1)緑化センター
	年度

	利用者
（人）
	
	研　　　　　　　修
	緑化相談
（件）

	
	
	緑化研修
	みどりの教室
	みどりの学習教室
	野外教室
	計
	

	
	
	日数

（日）
	受講者
（人）
	日数
（日）
	受講者
（人）
	日数
（日）
	受講者
（人）
	日数
（日）
	受講者
（人）
	日数
（日）
	受講者
（人）
	

	2022
	595,800
	37
	1,546
	12
	331
	4
	168
	10
	465
	63
	2,510
	2,135

	2023
	573,000
	35
	1,388
	12
	324
	3
	235
	11
	406
	61
	2,353
	1,977

	2024
	579,500
	39
	1,466
	12
	319
	4
	146
	11
	473
	66
	2,404
	1,836

	平均
	582,767
	37
	1,467
	12
	325
	4
	183
	11
	448
	63
	2,422
	1,983


(2)昭和の森
	年度
	利用者総数

（人）
	交流館
	交流館附属棟
	野外炉広場
	その他

（人）

	
	
	利用者

（人）
	件数

（件）
	利用者

（人）
	件数

（件）
	利用者

（人）
	

	2022
	240,500
	9,437
	52
	1,167
	942
	6,134
	223,762

	2023
	244,600
	7,583
	59
	1,259
	1,095
	7,761
	227,997

	2024
	217,600
	6,165
	51
	1,022
	964
	6,909
	203,504

	平均
	234,233
	7,728
	54
	1,149
	1,000
	6,935
	218,421


　（資料４）
現行利用料金一覧表
	施設名
	使用料の名称
	単位
	使用料の額（円）

	愛知県昭和の森
	バーベキュー場使用料
	１区画１回につき
	５００


（資料５－１）
愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の収支状況
（単位：千円）
	区分
	2022年度実績
	2023年度実績
	2024年度実績

	利用料金等（収入）
	指定管理料
	185,638
	183,308
	179,010

	
	利用料金収入
	471
	548
	482

	
	その他
	2,214
	1,898
	2,232

	
	収入計（a）
	188,323
	185,754
	181,724

	管理運営費（支出）
	施設管理運営費
	人件費
	74,390
	69,935
	66,649

	
	
	光熱水費
	11,090
	9,181
	8,874

	
	
	消耗品費
	6,670
	7,910
	6,812

	
	
	修繕費
	2,999
	6,335
	　6,972

	
	
	委託費
	79,528
	78,599
	77,210

	
	
	その他施設管理費
	13,397
	12,946
	14,441

	
	支出計(b)
	188,074
	184,905
	180,958

	収支差(a)-(b)
	249
	849
	766


（資料５－２）
愛知県緑化センター・愛知県昭和の森の利用料金収入の状況
（単位：千円）
	料金区分

	2022年度実績
	2023年度実績
	2024年度実績

	バーベキュー場

	４７１

	５４８

	４８２


（資料６）
地方自治法（抜粋）
（公の施設） 
第二百四十四条　普通地方公共団体は、住民の福祉を増進する目的をもつてその利用に供するための施設（これを公の施設という。）を設けるものとする。
２　普通地方公共団体（次条第三項に規定する指定管理者を含む。次項において同じ。）は、正当な理由がない限り、住民が公の施設を利用することを拒んではならない。
３　普通地方公共団体は、住民が公の施設を利用することについて、不当な差別的取扱いをしてはならない。
（公の施設の設置、管理及び廃止） 
第二百四十四条の二　普通地方公共団体は、法律又はこれに基づく政令に特別の定めがあるものを除くほか、公の施設の設置及びその管理に関する事項は、条例でこれを定めなければならない。
２　普通地方公共団体は、条例で定める重要な公の施設のうち条例で定める特に重要なものについて、これを廃止し、又は条例で定める長期かつ独占的な利用をさせようとするときは、議会において出席議員の三分の二以上の者の同意を得なければならない。
３　普通地方公共団体は、公の施設の設置の目的を効果的に達成するため必要があると認めるときは、条例の定めるところにより、法人その他の団体であつて当該普通地方公共団体が指定するもの（以下本条及び第二百四十四条の四において「指定管理者」という。）に、当該公の施設の管理を行わせることができる。
４　前項の条例には、指定管理者の指定の手続、指定管理者が行う管理の基準及び業務の範囲その他必要な事項を定めるものとする。
５　指定管理者の指定は、期間を定めて行うものとする。
６　普通地方公共団体は、指定管理者の指定をしようとするときは、あらかじめ、当該普通地方公共団体の議会の議決を経なければならない。
７　指定管理者は、毎年度終了後、その管理する公の施設の管理の業務に関し事業報告書を作成し、当該公の施設を設置する普通地方公共団体に提出しなければならない。
８　普通地方公共団体は、適当と認めるときは、指定管理者にその管理する公の施設の利用に係る料金（次項において「利用料金」という。）を当該指定管理者の収入として収受させることができる。
９　前項の場合における利用料金は、公益上必要があると認める場合を除くほか、条例の定めるところにより、指定管理者が定めるものとする。この場合において、指定管理者は、あらかじめ当該利用料金について当該普通地方公共団体の承認を受けなければならない。
１０　普通地方公共団体の長又は委員会は、指定管理者の管理する公の施設の管理の適正を期するため、指定管理者に対して、当該管理の業務又は経理の状況に関し報告を求め、実地について調査し、又は必要な指示をすることができる。
１１　普通地方公共団体は、指定管理者が前項の指示に従わないときその他当該指定管理者による管理を継続することが適当でないと認めるときは、その指定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部又は一部の停止を命ずることができる。 
（公の施設の区域外設置及び他の団体の公の施設の利用） 
第二百四十四条の三　普通地方公共団体は、その区域外においても、また、関係普通地方公共団体との協議により、公の施設を設けることができる。
２　普通地方公共団体は、他の普通地方公共団体との協議により、当該他の普通地方公共団体の公の施設を自己の住民の利用に供させることができる。
３　前二項の協議については、関係普通地方公共団体の議会の議決を経なければならない。 
（公の施設を利用する権利に関する処分についての審査請求）
第二百四十四条の四　普通地方公共団体の長以外の機関（指定管理者を含む。）がした公の施設を利用する権利に関する処分についての審査請求は、普通地方公共団体の長が当該機関の最上級行政庁でない場合においても、当該普通地方公共団体の長に対してするものとする。
２　普通地方公共団体の長は、公の施設を利用する権利に関する処分についての審査請求がされた場合には、当該審査請求が不適法であり、却下するときを除き、議会に諮問した上、当該審査請求に対する裁決をしなければならない。
３　議会は、前項の規定による諮問を受けた日から二十日以内に意見を述べなければならない。
４　普通地方公共団体の長は、第二項の規定による諮問をしないで同項の審査請求を却下したときは、その旨を議会に報告しなければならない。
（資料７）
関係条例・規則
愛知県緑化センター条例

昭和五十一年三月二十九日
条例第二号

	
	
	

	改正
	昭和五三年　三月二九日条例第五号
	昭和五七年　三月二九日条例第一一号

	  
	平成一一年　三月二三日条例第二号
	平成一六年一二月二一日条例第六五号

	  
	平成一七年　七月　八日条例第七二号
	  


愛知県緑化センター条例をここに公布する。

愛知県緑化センター条例

（設置）

第一条　緑化に関する知識を普及し、緑化の推進に寄与するため、愛知県緑化センター（以下「緑化センター」という。）を豊田市に設置する。

一部改正〔昭和五三年条例五号・平成一六年六五号〕

（業務）

第二条　緑化センターにおける業務は、次のとおりとする。

一　緑化用樹木、造園その他緑化に関する資料の展示を行うこと。

二　緑化に関する相談及び研修を行うこと。

（利用者の義務）

第三条　緑化センターの利用者は、緑化センターの利用に際しては、この条例に基づく規則の規定及び知事の指示に従うとともに、緑化センターの秩序を乱すような行為をしてはならない。

一部改正〔昭和五七年条例一一号・平成一七年七二号〕

（指定管理者による管理）

第四条　知事は、法人その他の団体であつて知事が指定するものに、緑化センターの管理に関する業務のうち、次に掲げる業務を行わせることができる。

一　前条の規定により緑化センターの利用に係る指示をすること。

二　その他緑化センターを維持管理し、及び運営すること。

全部改正〔平成一七年条例七二号〕

（規則への委任）

第五条　この条例に定めるもののほか、緑化センターの利用条件その他緑化センターの管理に関し必要な事項は、規則で定める。

（過料）

第六条　第三条の規定に違反して緑化センターの秩序を乱した者に対しては、五千円以下の過料を科する。

一部改正〔平成一七年条例七二号〕

附　則

この条例は、規則で定める日から施行する。

（昭和五十一年五月規則第五十五号で、同五十一年五月十八日から施行）

附　則（昭和五十三年三月二十九日条例第五号）

この条例は、西加茂郡藤岡村を西加茂郡藤岡町とする処分が効力を生ずる日から施行する。

附　則（昭和五十七年三月二十九日条例第十一号）

この条例は、昭和五十七年四月一日から施行する。

附　則（平成十一年三月二十三日条例第二号）

この条例は、平成十一年四月一日から施行する。

附　則（平成十六年十二月二十一日条例第六十五号抄）

１　この条例は、西加茂郡藤岡町、同郡小原村、東加茂郡足助町、同郡下山村、同郡旭町及び同郡稲武町を廃し、その区域を豊田市に編入する処分が効力を生ずる日から施行する。

附　則（平成十七年七月八日条例第七十二号）

１　この条例は、公布の日から施行する。

２　改正後の愛知県緑化センター条例の規定は、平成十八年四月一日以後の愛知県緑化センターの管理及び利用について適用し、同日前の愛知県緑化センターの管理及び利用については、改正前の同条例の規定は、この条例の施行後も、なおその効力を有する。
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愛知県スポーツ及びレクリエーシヨン施設条例をここに公布する。

愛知県レクリエーシヨン施設条例

題名改正〔昭和四六年条例二一号〕

（設置）

第一条　県民の健康の増進及びレクリエーシヨンのための施設を設置する。

一部改正〔昭和四六年条例二一号〕

（名称、位置等）

第二条　施設の名称及び位置並びに施設における業務は、別表第一のとおりとする。

第三条　削除

削除〔昭和五一年条例二〇号〕

（施設の利用）

第四条　施設の運動施設、植物園、会議室、野外演舞場、ボート施設、浴場、宿泊施設、キャンプ施設又はバーベキュー場を利用しようとする者は、知事の許可を受けなければならない。

２　知事は、施設の管理上必要があるときは、前項の許可に条件を付けることができる。

全部改正〔昭和四六年条例二一号〕、一部改正〔昭和五〇年条例一九号・五一年二〇号・平成五年三九号・八年一三号・一五年三九号・七四号・一七年七〇号・一八年三三号〕

（使用料）

第五条　前条第一項の許可を受けた者からは、別表第二に定める額の使用料を徴収する。ただし、次に掲げる場合は、この限りでない。

一　愛知県森林公園の植物園を中学生以下の者が利用する場合

二　愛知県民の森の宿泊施設の利用者が浴場を利用する場合

２　使用料は、当該施設の利用開始日までにおいて知事（地方自治法施行令（昭和二十二年法律第六十七号）第二百四十三条の二第一項の規定により使用料の徴収に関する事務を委託する場合にあつては、当該委託を受けた者）が指定する日までに、納付しなければならない。

３　納付された使用料は、次に掲げる場合を除き、還付しない。

一　第七条第二項の規定により知事が公共の福祉のために許可を取り消し、又は利用の中止を命じたとき。

二　利用者が知事の承認を受けて利用を中止したとき。

４　知事は、災害その他特別の理由がある者に対しては、使用料の全部若しくは一部を免除し、又はその徴収を延期することができる。

５　使用料を納期限までに納付しなかつた者からは、納付すべき金額（千円未満の端数金額及び千円未満の金額は、切り捨てる。）に、当該期限の翌日から納付の日までの期間の日数に応じ、年十四・五パーセントの割合を乗じて計算した金額に相当する延滞金を徴収する。ただし、延滞金に百円未満の端数があるとき、又は延滞金が百円未満であるときは、その端数金額又はその全額を切り捨てる。

６　第四項の規定は、前項の延滞金について準用する。

一部改正〔昭和四五年条例三八号・四六年二一号・四九年一六号・五〇年三号・一九号・平成一五年三九号・七四号・一七年七〇号・令和六年六号〕

（利用料金）

第五条の二　知事は、第八条の規定により知事が指定する法人その他の団体（以下「指定管理者」という。）に、第四条第一項の施設の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）を当該指定管理者の収入として収受させることができる。

２　前項の場合においては、第四条第一項の許可を受けた者は、前条第一項各号に掲げる場合を除き、当該利用料金を指定管理者に納付しなければならない。この場合においては、同項の規定は、適用しない。

３　利用料金の額は、別表第二に定める使用料の額に相当する額に〇・七を乗じて得た額から当該使用料の額に相当する額に一・三を乗じて得た額までの範囲内において指定管理者が定める額とする。

４　指定管理者は、前項の規定により利用料金の額を定めようとするときは、知事の承認を受けなければならない。その額を変更しようとするときも、同様とする。

５　知事は、前項の承認をしたときは、その旨及び当該利用料金の額を公告しなければならない。

６　前条第三項及び第四項の規定は、利用料金について準用する。この場合において、同項中「知事」とあるのは、「指定管理者」と読み替えるものとする。

追加〔平成一五年条例七四号〕、一部改正〔平成一七年条例七〇号〕

（利用者の義務）

第六条　利用者は、施設の利用に際しては、この条例及びこの条例に基づく規則の規定並びに第四条第二項の規定により許可に付けられた条件及び知事の指示に従うとともに、施設の秩序を乱すような行為をしてはならない。

一部改正〔昭和四六年条例二一号・五一年二〇号・五六年一七号・五七年一〇号・平成一七年七〇号〕

（許可の取消し及び利用の中止命令）

第七条　知事は、利用者が前条の規定に違反したときは、第四条第一項の許可を取り消し、又は利用の中止を命ずることができる。

２　知事は、公共の福祉のためやむを得ない理由があるときは、第四条第一項の許可を取り消し、又は利用の中止を命ずることができる。

一部改正〔昭和四六年条例二一号・五一年二〇号・五六年一七号・五七年一〇号・平成一七年七〇号〕

（指定管理者による管理）

第八条　知事は、法人その他の団体であつて知事が指定するものに、施設の管理に関する業務のうち、次に掲げる業務を行わせることができる。

一　第四条第一項の規定により施設の利用を許可すること。

二　第四条第二項の規定により同条第一項の許可に条件を付けること。

三　第五条第三項第二号（第五条の二第六項において準用する場合を含む。）の規定により利用の中止を承認すること。

四　第六条の規定により施設の利用に係る指示をすること。

五　前条第一項の規定により第四条第一項の許可を取り消し、又は利用の中止を命ずること。

六　その他施設を維持管理し、及び運営すること。

全部改正〔平成一七年条例七〇号〕

（規則への委任）

第九条　この条例に定めるもののほか、施設の利用条件その他施設の管理に関し必要な事項は、規則で定める。

一部改正〔昭和四六年条例二一号・平成一六年七六号・一七年七〇号〕

（過料）

第十条　詐欺その他不正の行為により、第五条の規定による使用料の徴収を免れた者に対しては、その徴収を免れた金額の五倍に相当する金額（当該五倍に相当する金額が五万円を超えないときは、五万円とする。）以下の過料を科する。

２　前項に定めるものを除くほか、次の各号のいずれかに該当する者に対しては、一万円以下の過料を科する。

一　第四条第二項の規定により許可に付けられた条件に違反して施設を利用した者

二　第七条の規定による許可の取消し又は利用の中止命令に違反して施設を利用した者

三　その他不正の方法により許可を受けて施設を利用した者

３　第六条の規定に違反して施設の秩序を乱した者に対しては、五千円以下の過料を科する。

一部改正〔平成一二年条例二号・一六年七六号・一七年七〇号〕

附　則

この条例は、昭和三十九年四月一日から施行する。

附　則（昭和三十九年七月六日条例第五十七号）

この条例は、昭和三十九年十月一日から施行する。

附　則（昭和四十年十月八日条例第三十号）

この条例は、公布の日から施行する。ただし、第四条、別表第一、別表第二及び別表第三の改正規定中愛知県森林公園に関する部分は、昭和四十年十二月一日から施行する。

附　則（昭和四十一年三月二十八日条例第七号）

この条例は、昭和四十一年四月一日から施行する。

附　則（昭和四十二年三月二十四日条例第十五号）

（施行期日）

１　この条例は、昭和四十二年四月一日から施行する。

（愛知県港湾管理条例の一部改正）

２　愛知県港湾管理条例（昭和二十九年愛知県条例第四十四号）の一部を次のように改正する。

第十七条第一項中「蒲郡ヨツトハーバー振興会」を「愛知県野外活動協会」に改める。

附　則（昭和四十三年三月二十九日条例第十一号）

この条例は、昭和四十三年四月一日から施行する。ただし、愛知県茶臼山野外活動ロツジに関する部分は、昭和四十三年七月一日から施行する。

附　則（昭和四十四年三月三十一日条例第十六号）

この条例は、昭和四十四年四月一日から施行する。ただし、別表第一の改正規定、別表第二中愛知県佐久島青少年キヤンプセンターの項、愛知県岡崎総合運動場の項及び愛知県一宮総合運動場の項の改正規定並びに別表第三の改正規定は昭和四十四年六月一日から、別表第二愛知県体育館の項の改正規定中移動スタンドに関する部分は規則で定める日から施行する。

（昭和四十四年十月規則第五十一号で、同四十四年十月二十七日から施行）

附　則（昭和四十五年三月三十日条例第十一号）

この条例は、昭和四十五年四月一日から施行する。ただし、愛知県森林公園（植物園に限る。）に関する部分は昭和四十五年六月一日から、愛知県民の森に関する部分は規則で定める日から施行する。

（昭和四十五年七月規則第七十三号で、愛知県民の森に関する部分は、同四十五年七月十八日から施行）

（昭和四十五年七月十七日条例第三十八号抄）

（年当たりの割合の基礎となる日数）

第九条　前各条の規定による改正後の条例の規定に定める延滞金及び延滞利息その他規則で指定するこれらに類するものの額の計算につきこれらの条例の規定その他条例及び規則の規定に定める年当たりの割合は、閏年の日を含む期間についても、三百六十五日当たりの割合とする。

附　則（昭和四十五年七月十七日条例第三十八号抄）

（施行期日）

１　この条例は、公布の日から施行する。

附　則（昭和四十五年十月十六日条例第四十八号）

この条例は、昭和四十五年十二月一日から施行する。

附　則（昭和四十六年三月二十四日条例第二十一号）

この条例は、昭和四十六年四月一日から施行する。ただし、別表第二の備考第五号の改正規定中冷暖房設備に関する部分は、規則で定める日から施行する。

（昭和四十六年七月規則第五十九号で、同四十六年七月十日から施行）

附　則（昭和四十七年三月二十九日条例第二十号）

この条例は、昭和四十七年四月一日から施行する。

附　則（昭和四十八年七月十一日条例第二十九号抄）

１　この条例は、公布の日から施行する。

附　則（昭和四十九年三月二十九日条例第十六号）

この条例は、昭和四十九年四月一日から施行する。

附　則（昭和五十年三月二十六日条例第三号）

１　この条例は、昭和五十年四月一日から施行する。

２　第一条の規定による改正後の同条各号に掲げる条例の規定（中略）は、昭和五十年三月三十一日以後に到来するこれらの条例の規定に基づく納期限その他の支払期限に係る延滞金又は延滞利息について適用し、同日前に到来した当該納期限その他の支払期限に係る延滞金又は延滞利息については、なお従前の例による。

附　則（昭和五十年三月二十六日条例第十九号）

この条例は、昭和五十年四月一日から施行する。

附　則（昭和五十一年三月二十九日条例第二十号）

この条例は、昭和五十一年四月一日から施行する。

附　則（昭和五十一年十月十五日条例第五十一号）

この条例は、昭和五十二年四月一日から施行する。

附　則（昭和五十二年三月三十日条例第十八号）

この条例は、昭和五十二年四月一日から施行する。

附　則（昭和五十五年三月二十六日条例第十五号）

この条例は、昭和五十五年四月一日から施行する。

附　則（昭和五十六年三月二十七日条例第十七号）

この条例は、昭和五十六年四月一日から施行する。

附　則（昭和五十六年十二月二十三日条例第四十六号）

１　この条例は、昭和五十七年七月一日から施行する。ただし、（中略）次項の規定は公布の日から施行する。

２　昭和五十七年七月一日（以下「施行日」という。）前に施行日以後の公の施設の利用又は行政財産の使用の許可を受けた者からは、第一条から第十二条まで及び第十四条の規定による改正前の各条例の規定にかかわらず、施行日前においても当該利用又は使用に係る第一条から第十二条まで及び第十四条の規定による改正後の各条例に定める額の使用料を徴収することができる。

附　則（昭和五十七年三月二十九日条例第十号）

この条例は、昭和五十七年四月一日から施行する。

附　則（昭和五十八年三月二十五日条例第十三号）

この条例は、昭和五十八年四月一日から施行する。

附　則（昭和六十二年三月二十七日条例第十九号）

この条例は、昭和六十二年七月一日から施行する。

附　則（昭和六十二年十二月二十三日条例第四十六号）

１　この条例は、昭和六十三年七月一日から施行する。ただし、（中略）附則第三項の規定は公布の日から施行する。

２　この条例の公布の日前に昭和六十三年七月一日（以下「施行日」という。）以後の公の施設の利用の許可を受けた者の当該利用に係る使用料の額については、なお従前の例による。

３　施行日前に施行日以後の公の施設の利用の許可を受けた者（前項に規定する者を除く。）からは、第一条から第十一条までの規定による改正前の各条例の規定にかかわらず、施行日前においても当該利用に係る第一条から第十一条までの規定による改正後の各条例に定める額の使用料を徴収することができる。

附　則（平成元年三月二十七日条例第二十三号）

この条例は、平成元年四月一日から施行する。

附　則（平成三年十月十六日条例第三十三号抄）

（施行期日）

１　この条例は、平成三年十二月一日から施行する。（後略）

附　則（平成四年三月二十五日条例第十九号）

この条例は、平成四年七月一日から施行する。

附　則（平成五年三月二十九日条例第十九号）

この条例は、平成五年四月一日から施行する。

附　則（平成五年十二月二十二日条例第三十九号抄）

（施行期日）

１　この条例は、平成六年七月一日から施行する。ただし、附則第三項（中略）の規定は公布の日から、第九条中愛知県レクリエーシヨン施設条例第四条第一項及び別表第一愛知県民の森の項の改正規定、同条例別表第二愛知県民の森の項の改正規定（会議室使用料及び宿泊室使用料に関する部分に限る。）並びに同条例別表第三愛知県民の森の項の改正規定は同年一月一日から施行する。

（愛知青少年公園条例等の一部改正に伴う経過措置）

２　この条例の公布の日前に平成六年七月一日（以下「施行日」という。）以後の公の施設の利用の許可を受けた者の当該公の施設の利用に係る使用料の額については、なお従前の例による。

３　施行日前に施行日以後の公の施設の利用の許可を受けた者（前項に規定する者を除く。）からは、第一条、第二条、第四条から第七条まで及び第九条から第十四条までの規定による改正前の各条例の規定にかかわらず、施行日前においても当該公の施設の利用に係る第一条、第二条、第四条から第七条まで及び第九条から第十四条までの規定による改正後の各条例に定める額の使用料を徴収することができる。

附　則（平成八年三月二十二日条例第十三号）

この条例は、平成八年五月三日から施行する。ただし、別表第二愛知県森林公園の項の改正規定は、同年四月一日から施行する。

附　則（平成九年三月二十四日条例第一号抄）

（施行期日）

１　この条例は、平成九年四月一日から施行する。ただし、（中略）附則第三項（中略）の規定は公布の日から施行する。

（愛知青少年公園条例等の一部改正に伴う経過措置）

２　この条例の公布の日前に平成九年四月一日（以下「施行日」という。）以後の公の施設の利用の許可を受けた者の当該公の施設の利用に係る使用料の額については、この条例（第三条から第七条まで、第十二条から第十六条まで、第二十三条及び第二十四条の規定に限る。次項において同じ。）による改正後の各条例の規定にかかわらず、なお従前の例による。

３　施行日前に施行日以後の公の施設の利用の許可を受けた者（前項に規定する者を除く。）からは、この条例による改正前の各条例の規定にかかわらず、施行日前においても当該公の施設の利用に係るこの条例による改正後の各条例に定める額の使用料を徴収することができる。

附　則（平成十一年三月二十三日条例第二号）

この条例は、平成十一年四月一日から施行する。

附　則（平成十一年十二月十七日条例第五十七号）

	
	
	

	改正
	平成一二年　三月二八日条例第四七号
	  


１　この条例は、平成十二年七月一日から施行する。ただし、附則第三項の規定は公布の日から、（中略）第十条中愛知県レクリエーシヨン施設条例別表第二愛知県森林公園の項の改正規定（バレーボール施設使用料に関する部分に限る。）（中略）は同年四月一日から施行する。

２　この条例の公布の日前に平成十二年七月一日（以下「施行日」という。）以後の公の施設の利用の許可を受けた者の当該利用に係る使用料の額については、なお従前の例による。

３　施行日前に施行日以後の公の施設の利用の許可を受けた者（前項に規定する者を除く。）からは、（中略）第十条から第十四条までの規定による改正前の各条例の規定にかかわらず、施行日前においても当該利用に係る（中略）第十条から第十四条までの規定による改正後の各条例に定める額の使用料を徴収することができる。

附　則（平成十二年三月二十八日条例第二号抄）

（施行期日）

１　この条例は、平成十二年四月一日から施行する。

附　則（平成十二年三月二十八日条例第四十七号抄）

（施行期日）

１　この条例は、平成十二年四月一日から施行する。

附　則（平成十四年三月二十六日条例第三十四号）

この条例は、平成十四年七月十六日から施行する。

附　則（平成十五年三月二十五日条例第三十九号）

この条例は、平成十五年四月一日から施行する。

附　則（平成十五年十二月十九日条例第七十四号抄）

（施行期日）

１　この条例は、公布の日から施行する。

（適用区分）

２　改正後の各条例の規定は、平成十六年四月一日（以下「適用日」という。）以後の次に掲げる施設（以下「三河港ヨットハーバー区域内の港湾施設等」という。）の利用について適用し、適用日前の三河港ヨットハーバー区域内の港湾施設等の利用については、なお従前の例による。

一、二　（略）

三　愛知県民の森

四から八まで　（略）

（施行日前に適用日以後の三河港ヨットハーバー区域内の港湾施設等の利用の許可を受けた者に関する経過措置）

３　この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前に適用日以後の三河港ヨットハーバー区域内の港湾施設等の利用の許可を受けた者の当該許可に係る利用については、前項の規定にかかわらず、なお従前の例による。

４　前項の場合において、改正前の各条例の規定に定められた当該利用に係る使用料の額が、（中略）第三条の規定による改正後の愛知県レクリエーシヨン施設条例第五条の二第四項（中略）の規定により最初に公告された当該施設の利用に係る料金の額（以下「公告利用料金額」という。）を超えるときは、当該利用に係る使用料として納付すべき額は、当該公告利用料金額に相当する額とする。

（施行日以後に適用日以後の三河港ヨットハーバー区域内の港湾施設等の利用の許可を受けた者に関する経過措置）

５　施行日以後公告（前項に規定する改正後の各条例の規定によりなされる最初の公告をいう。以下同じ。）の日前に適用日以後の三河港ヨットハーバー区域内の港湾施設等（愛知県労働者研修センターの第五会議室、第六会議室及び第七会議室、愛知県野外教育センターの野外炊飯場、愛知県一宮総合運動場の競技場並びに愛知県青年の家の第七研修室を除く。次項において同じ。）の利用の許可を受けた者（附則第八項に規定する者を除く。）の当該利用に係る料金として納付すべき額は、改正後の各条例の規定にかかわらず、改正前の各条例の規定に定められた当該施設の利用に係る使用料の額に相当する額（その額が当該利用に係る公告利用料金額を超える場合にあっては、当該公告利用料金額に相当する額）とする。

６　公告の日前に適用日以後の三河港ヨットハーバー区域内の港湾施設等の利用の許可に係る申請をした者で当該公告の日以後に当該利用の許可を受けたものの当該利用に係る公告利用料金額が、改正前の各条例の規定に定められた当該施設の利用に係る使用料の額を超えるときは、当該利用に係る料金として納付すべき額は、改正後の各条例の規定にかかわらず、改正前の各条例の規定に定められた当該施設の利用に係る使用料の額に相当する額とする。

附　則（平成十六年十二月二十一日条例第六十五号抄）

１　この条例は、西加茂郡藤岡町、同郡小原村、東加茂郡足助町、同郡下山村、同郡旭町及び同郡稲武町を廃し、その区域を豊田市に編入する処分が効力を生ずる日から施行する。

附　則（平成十六年十二月二十一日条例第七十六号）

	
	
	

	改正
	平成一七年　七月　八日条例第七〇号
	  


この条例は、公布の日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。

一　第五条の二の次に一条を加える改正規定（第五条の三第二項及び第四項（第五条第三項及び第四項の準用に関する部分に限る。）に関する部分に限る。）及び第九条を第十一条とし、第八条の次に二条を加える改正規定（第十条に関する部分に限る。）　愛知県レクリエーシヨン施設条例の一部を改正する条例（平成十七年愛知県条例第七十号）の施行の日

二　別表第一及び別表第二の改正規定　平成十九年四月一日

全部改正〔平成一七年条例七〇号〕

附　則（平成十七年七月八日条例第五十号）

この条例は、新城市、南設楽郡鳳来町及び同郡作手村を廃し、その区域をもって新城市を設置する処分が効力を生ずる日から施行する。

附　則（平成十七年七月八日条例第七十号）

（施行期日）

１　この条例は、公布の日から施行する。ただし、第二条の規定は、平成十九年四月一日から施行する。

（適用区分）

２　第一条の規定による改正後の愛知県レクリエーシヨン施設条例（以下「新条例」という。）の規定は、平成十八年四月一日（以下「適用日」という。）以後の愛知県森林公園、愛知県民の森及び愛知県昭和の森の管理及び利用について適用し、適用日前の愛知県森林公園、愛知県民の森及び愛知県昭和の森の管理（適用日前における同条の規定による改正前の同条例（以下「旧条例」という。）第四条第一項の規定による適用日以後の愛知県森林公園及び愛知県民の森の利用の許可に関することを含む。）及び利用については、旧条例の規定は、この条例の施行後も、なおその効力を有する。

（適用日前に適用日以後の愛知県森林公園等の利用の許可を受けた者の使用料等に関する経過措置）

３　適用日前に前項の規定によりなおその効力を有することとされる旧条例第四条第一項の規定により、適用日以後の愛知県森林公園及び愛知県民の森の利用の許可を受けた者の当該利用に係る使用料及び料金については、前項の規定にかかわらず、なお従前の例による。

４　前項の場合において、旧条例別表第二に定める当該愛知県森林公園の利用に係る使用料の額が、新条例第五条の二第五項の規定により最初に公告された当該愛知県森林公園の利用に係る料金の額（以下「公告利用料金額」という。）を超えるときは、当該愛知県森林公園の利用に係る使用料として納付すべき額は、当該公告利用料金額に相当する額とする。

（指定管理者に関する経過措置）

５　旧条例第九条第一項の規定により指定された法人は、新条例第八条の規定により指定された団体とみなす。

（愛知県レクリエーシヨン施設条例の一部を改正する条例の一部改正）

６　愛知県レクリエーシヨン施設条例の一部を改正する条例（平成十六年愛知県条例第七十六号）の一部を次のように改正する。

（次のよう略）

（改正の順序）

７　愛知県レクリエーシヨン施設条例は、前項の規定による改正後の愛知県レクリエーシヨン施設条例の一部を改正する条例附則第一号に掲げる規定によってまず改正され、次いで第一条の規定によって改正されるものとする。

附　則（平成十八年三月二十八日条例第三十三号）

この条例は、平成十八年四月一日から施行する。

附　則（平成十九年三月二十三日条例第二十八号）

この条例は、平成十九年四月一日から施行する。

附　則（平成二十二年三月二十六日条例第十八号）

この条例は、平成二十二年四月一日から施行する。

附　則（平成二十六年三月二十八日条例第七号抄）

（施行期日）

１　この条例は、平成二十六年四月一日から施行する。ただし、第二十二条中愛知県港湾管理条例別表第二から別表第五までの改正規定及び第二十四条の規定は同年五月一日から、附則第三項及び第五項の規定は公布の日から施行する。

（愛知県奥三河総合センター条例等の一部改正に伴う経過措置）

２　この条例の公布の日前に平成二十六年四月一日（以下「施行日」という。）以後の公の施設の利用の許可を受けた者の当該公の施設の利用に係る使用料の額については、この条例（第三条から第八条まで、第十条から第十七条まで及び第三十条の規定に限る。次項において同じ。）による改正後の各条例の規定にかかわらず、なお従前の例による。

３　施行日前に施行日以後の公の施設の利用の許可を受けた者（前項に規定する者を除く。）からは、この条例による改正前の各条例の規定にかかわらず、施行日前においても当該公の施設の利用に係るこの条例による改正後の各条例に定める額の使用料を徴収することができる。

別表第一（第二条関係）

	名称
	位置
	業務

	愛知県森林公園
	名古屋市守山区及び尾張旭市
	運動施設、植物園、会議室、野外演舞場、ボート施設、児童遊園施設その他の公園施設を利用させること。

	愛知県民の森
	新城市
	森林に関する展示施設、会議室、浴場、宿泊施設、キャンプ施設、休憩施設その他の施設を利用させること。

	愛知県昭和の森
	豊田市
	森林園地、森林に関する展示施設、バーベキュー場、休憩施設その他の施設を利用させること。


一部改正〔昭和三九年条例五七号・四〇年三〇号・四一年七号・四二年一五号・四三年一一号・四四年一六号・四五年一一号・四八号・四六年二一号・五〇年一九号・五一年二〇号・五六年一七号・平成五年一九号・三九号・八年一三号・一五年三九号・一六年六五号・七六号・一七年五〇号・一八年三三号〕

別表第二（第五条、第五条の二関係）

	施設の名称
	使用料の名称
	区分
	単位
	使用料の額

（単位円）

	愛知県森林公園
	野球施設使用料
	  
	一面二時間につき
	一、六〇〇

	
	
	
	一面四時間につき
	三、二〇〇

	
	
	
	一面八時間につき
	四、九〇〇

	
	庭球施設使用料
	
	一コート二時間につき
	六〇〇

	
	
	
	一コート四時間につき
	一、二〇〇

	
	
	
	一コート八時間につき
	一、八〇〇

	
	弓道施設使用料
	専用利用
	四時間につき
	一、九〇〇

	
	
	
	八時間につき
	三、一〇〇

	
	
	一般利用
	一人四時間につき
	一〇〇

	
	
	
	一人八時間につき
	二〇〇

	
	ゴルフ施設使用料
	ゴルフコース
	九ホールまで
	平日
	一人一回につき
	三、四六〇

	
	
	
	
	土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和二十三年法律第百七十八号）に規定する休日（以下「休日」という。）
	一人一回につき
	五、六九〇

	
	
	
	九ホールを超え十八ホールまで
	平日
	一人一回につき
	六、九一〇円以内で知事が定める額

	
	
	
	
	土曜日、日曜日及び休日
	一人一回につき
	一一、三九〇円以内で知事が定める額

	
	
	
	十八ホールを超える九ホールにつき
	平日
	一人一回につき
	一、七三〇

	
	
	
	
	土曜日、日曜日及び休日
	一人一回につき
	二、八四〇

	
	
	ゴルフ練習場
	個数利用
	ボール一個につき
	九円以内で知事が定める額

	
	
	
	時間利用
	平日
	一人一時間につき
	一、〇〇〇円以内で知事が定める額

	
	
	
	
	
	一人一時間三十分につき
	一、三〇〇円以内で知事が定める額

	
	
	
	
	
	一人二時間につき
	一、六〇〇円以内で知事が定める額

	
	
	
	
	土曜日、日曜日及び休日
	一人一時間につき
	一、二〇〇円以内で知事が定める額

	
	
	
	
	
	一人一時間三十分につき
	一、六〇〇円以内で知事が定める額

	
	
	
	
	
	一人二時間につき
	二、〇〇〇円以内で知事が定める額

	
	乗馬施設使用料
	乗馬
	一頭一時間につき
	二、六〇〇

	
	
	馬場
	専用利用
	一面四時間につき
	九、三〇〇

	
	
	
	
	一面八時間につき
	一四、三〇〇

	
	
	
	一般利用
	一頭四時間につき
	二〇〇

	
	
	
	
	一頭八時間につき
	四〇〇
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	一馬房一日につき
	二、一〇〇

	
	植物園使用料
	個人
	一人一回につき
	二〇〇

	
	
	
	一人一年につき
	二、〇〇〇

	
	
	団体（三十人以上）
	一人一回につき
	一八〇

	
	会議室使用料
	
	午前
	三、一〇〇

	
	
	
	午後
	四、三〇〇

	
	野外演舞場使用料
	
	午前
	一、六〇〇

	
	
	
	午後
	一、九〇〇

	
	ボート使用料
	手こぎ式ボート
	一隻三十分につき
	三五〇

	
	
	足踏み式ボート
	一隻三十分につき
	七〇〇

	愛知県民の森
	会議室等使用料
	第一会議室
	全部利用
	二時間につき
	三、六〇〇

	
	
	
	二分の一利用
	二時間につき
	一、七〇〇

	
	
	第二会議室
	二時間につき
	三、三〇〇

	
	
	第三会議室
	二時間につき
	八〇〇

	
	
	第四会議室
	二時間につき
	五〇〇

	
	
	第　一

日本間
	会議、集会等のため利用する場合
	全部利用
	二時間につき
	二、九〇〇

	
	
	
	
	三分の一利用
	二時間につき
	一、〇〇〇

	
	
	
	宿泊のため利用する場合
	中学生以下の者
	一人一泊につき
	一、六〇〇

	
	
	
	
	その他の者
	一人一泊につき
	二、四〇〇

	
	
	第二日本間
	二時間につき
	一、八〇〇

	
	会議室等附属設備使用料
	投影機又はビデオテープレコーダー
	一式又は一台二時間につき
	七〇〇

	
	浴場使用料
	中学生以下の者
	一人一回につき
	二〇〇

	
	
	その他の者
	一人一回につき
	四〇〇

	
	宿泊室使用料
	和室Ａ
	宿泊のため利用する場合
	一人利用
	中学生以下の者
	一泊につき
	四、八〇〇

	
	
	
	
	
	その他の者
	一泊につき
	七、〇〇〇

	
	
	
	
	二人利用
	中学生以下の者
	一人一泊につき
	四、四〇〇

	
	
	
	
	
	その他の者
	一人一泊につき
	六、四〇〇

	
	
	
	
	三人利用
	中学生以下の者
	一人一泊につき
	三、九〇〇

	
	
	
	
	
	その他の者
	一人一泊につき
	五、七〇〇

	
	
	
	
	四人利用
	中学生以下の者
	一人一泊につき
	三、九〇〇

	
	
	
	
	
	その他の者
	一人一泊につき
	五、七〇〇

	
	
	
	会議、集会等のため利用する場合
	一室二時間につき
	六〇〇

	
	
	  

  

  

  

和室Ｂ

  

  

  

  
	  

  

  

宿泊のため利用する場合

  

  

  
	一人利用
	中学生以下の者
	一泊につき
	四、一〇〇

	
	
	
	
	
	その他の者
	一泊につき
	六、〇〇〇

	
	
	
	
	二人利用
	中学生以下の者
	一人一泊につき
	三、七〇〇

	
	
	
	
	
	その他の者
	一人一泊につき
	五、三〇〇

	
	
	
	
	三人利用
	中学生以下の者
	一人一泊につき
	三、二〇〇

	
	
	
	
	
	その他の者
	一人一泊につき
	四、七〇〇

	
	
	
	
	四人利用
	中学生以下の者
	一人一泊につき
	三、二〇〇

	
	
	
	
	
	その他の者
	一人一泊につき
	四、七〇〇

	
	
	
	会議、集会等のため利用する場合
	一室二時間につき
	六〇〇

	
	
	洋室
	一人利用
	中学生以下の者
	一泊につき
	五、一〇〇

	
	
	
	
	その他の者
	一泊につき
	七、五〇〇

	
	
	
	二人利用
	中学生以下の者
	一人一泊につき
	四、二〇〇

	
	
	
	
	その他の者
	一人一泊につき
	六、一〇〇

	
	  

キャンプ場使用料

  
	オートキャンプ場
	一区画一日につき
	三、六〇〇円に利用者一人につき二〇〇円（中学生以下の者にあつては、一〇〇円）を加算した額

	
	
	一般キャンプ場
	中学生以下の者
	一人一日につき
	一〇〇

	
	
	
	その他の者
	一人一日につき
	二〇〇

	
	
	バンガロー
	一棟一日につき
	三、六〇〇円に利用者一人につき二〇〇円（中学生以下の者にあつては、一〇〇円）を加算した額

	
	キャンプ用具使用料
	  
	一日一点につき
	三五〇円以内で知事が定める額

	愛知県昭和の森
	バーベキュー場使用料
	  
	一区画一回につき
	五〇〇


備考　この表において、「午前」とは午前九時から正午までを、「午後」とは午後一時から午後五時までをいう。

全部改正〔昭和五一年条例五一号〕、一部改正〔昭和五二年条例一八号・五五年一五号・五六年四六号・五八年一三号・六二年一九号・四六号・平成元年二三号・三年三三号・四年一九号・五年一九号・三九号・八年一三号・九年一号・一一年五七号・一四年三四号・一五年三九号・七四号・一六年七六号・一七年七〇号・一八年三三号・一九年二八号・二二年一八

愛知県緑化センター管理規則
昭和五十一年五月十七日
規則第五十六号
改正　昭和五七年　三月二九日規則第二〇号
平成一二年　三月二八日規則第二〇号
平成一七年　七月　八日規則第九三号
愛知県緑化センター管理規則をここに公布する。
愛知県緑化センター管理規則
（趣旨）
第一条　この規則は、愛知県緑化センター（以下「緑化センター」という。）の管理に関する事項を定めるものとする。
（休業日）
第二条　緑化センターの休業日は、次の表のとおりとする。  

	休業する施設
	休業日

	一　全施設
	十二月二十九日から翌年一月一日まで

	二　本館、緑化相談コーナー及びオーストラリア庭園案内所
	月曜日（当該月曜日が国民の祝日に関する法律（昭和二十三年法律第百七十八号）に規定する休日（以下「休日」という。）に該当する場合は、その翌日以降の最初の休日でない日）


２　知事は、必要があると認めるときは、臨時に前項の休業日を変更し、又は休業日を設けることができる。
３　愛知県緑化センター条例（昭和五十一年愛知県条例第二号）第四条の規定により知事が指定する法人その他の団体（以下「指定管理者」という。）は、必要があると認めるときは、知事の承認を受けて、臨時に第一項の休業日を変更し、又は休業日を設けることができる。
全部改正〔平成一二年規則二〇号〕、一部改正〔平成一七年規則九三号〕
（利用時間）
第三条　緑化センターの利用時間は、午前九時から午後五時までとする。
２　知事は、必要があると認めるときは、臨時に前項の利用時間を変更することができる。
３　指定管理者は、必要があると認めるときは、知事の承認を受けて、臨時に第一項の利用時間を変更することができる。
一部改正〔平成一二年規則二〇号・一七年九三号〕
（行為の禁止）
第四条　緑化センターの利用者は、緑化センター内において次に掲げる行為をしてはならない。
一　建造物その他の施設を損傷すること。
二　竹木及び園芸草花を伐採し、採取し、手折り、又は踏みつけること。
三　土地の形質を変更し、又は土石を採取すること。
四　鳥獣魚類を捕獲し、又は殺傷すること。
五　知事（指定管理者がある場合にあつては、指定管理者。第九条を除き、以下同じ。）が指定する場所以外の場所にごみ、吸い殻その他の汚物を捨てること。
六　知事が指定する場所以外の場所で喫煙をし、又は火気を使用すること。
七　知事が指定する場所以外の場所に車両を乗り入れること。
八　粗野又は乱暴な言動で他人に迷惑をかけること。
九　前各号に掲げるもののほか、衛生上、風紀上、保安上害を及ぼす行為を行い、又は知事が、緑化センターの管理上障害となると認めて定めた行為をすること。
一部改正〔昭和五七年規則二〇号・平成一七年九三号〕
（行為の制限）
第五条　緑化センター内において、次の各号のいずれかに掲げる行為をしようとする者は、知事の許可を受けなければならない。
一　行商、募金その他これらに類する行為をすること。
二　ポスター、看板、旗、懸垂幕その他これらに類するものを掲示、ちよう付等の方法により公衆の目に触れる状態に置くこと。
三　ちらし、パンフレットその他これらに類するものを配布すること。
四　知事が指定する場所以外の場所に施設を設置し、又は物件を置くこと。
五　発火性又は引火性の物品、火薬類、銃砲刀剣類その他これらに類するものを緑化センター内に搬入すること。
一部改正〔昭和五七年規則二〇号・平成一七年九三号〕
（立入りの禁止等）
第六条　知事は、めいてい者その他緑化センターの秩序を乱し、若しくは乱すおそれのある者又は施設に損害を加え、若しくは加えるおそれのある者に対し、緑化センターへの立入りを禁じ、又は立退きを命ずることができる。
一部改正〔昭和五七年規則二〇号・平成一七年九三号〕
（利用禁止区域）
第七条　知事は、緑化センターの損壊、緑化センター内における工事その他の理由により、緑化センターの保全又は利用者の危険の防止のため必要があるときは、区域を定めてその利用を禁止することができる。
一部改正〔昭和五七年規則二〇号・平成一七年九三号〕
（損害賠償）
第八条　緑化センターの利用者は、故意又は過失によつて緑化センターの施設を損傷し、又は滅失したときは、それによつて生じた損害を賠償しなければならない。
一部改正〔昭和五七年規則二〇号〕
（雑則）
第九条　この規則に定めるもののほか、緑化センターの管理に関し必要な事項は、知事が定める。
２　指定管理者は、前項の規定により知事が定めるもののほか、知事の承認を受けて、緑化センターの管理に関し必要な事項を定めることができる。
一部改正〔昭和五七年規則二〇号・平成一七年九三号〕
附　則
この規則は、昭和五十一年五月十八日から施行する。
附　則（昭和五十七年三月二十九日規則第二十号）
この規則は、昭和五十七年四月一日から施行する。
附　則（平成十二年三月二十八日規則第二十号）
この規則は、平成十二年四月一日から施行する。
附　則（平成十七年七月八日規則第九十三号）
１　この規則は、公布の日から施行する。
２　改正後の愛知県緑化センター管理規則の規定は、平成十八年四月一日以後の愛知県緑化センターの管理及び利用について適用し、同日前の愛知県緑化センターの管理（同日前における改正前の同規則第五条の規定による同日以後の行為の許可に関することを含む。）及び利用については、改正前の同規則の規定は、この規則の施行後も、なおその効力を有する。
愛知県昭和の森管理規則
昭和五十六年三月三十日
規則第十八号
改正　昭和五七年　三月二九日規則第二一号
平成　四年　三月　九日規則第六号
平成　六年　三月三〇日規則第三七号
平成　八年　三月二九日規則第一八号
平成一二年　三月二八日規則第二〇号
平成一七年　七月　八日規則第九四号
平成一八年　三月二八日規則第一三号
令和　元年　六月二八日規則第四九号
令和　六年十二月二七日規則第五六号
愛知県昭和の森管理規則をここに公布する。
愛知県昭和の森管理規則
（趣旨）
第一条　この規則は、愛知県昭和の森（以下「昭和の森」という。）の管理に関する事項を定めるものとする。
（行為の禁止）
第二条　昭和の森の利用者は、昭和の森内において次に掲げる行為をしてはならない。
一　竹木を伐採し、又は植物を採取すること。
二　土地の形質を変更し、又は土石を採取すること。
三　鳥獣魚類を捕獲し、又は殺傷すること。
四　知事（愛知県レクリエーシヨン施設条例（昭和三十九年愛知県条例第十六号。以下「条例」という。）第八条の規定により知事が指定する法人その他の団体（以下「指定管理者」という。）がある場合にあつては、指定管理者。第六条、第七条及び第十三条を除き、以下同じ。）が指定する場所以外の場所にごみ、吸い殻その他の汚物を捨てること。
五　知事が指定する場所以外の場所に車両を乗り入れること。
一部改正〔昭和五七年規則二一号・平成一七年九四号・一八年一三号〕
（行為の制限）
第三条　昭和の森内において、次の各号のいずれかに掲げる行為をしようとする者は、知事の許可を受けなければならない。
一　行商、募金その他これらに類する行為をすること。
二　ポスター、看板、旗、懸垂幕その他これらに類するものを掲示、ちよう付等の方法により公衆の目に触れる状態に置くこと。
三　ちらし、パンフレットその他これらに類するものを配布すること。
四　知事が指定する場所以外の場所に施設を設置し、又は物件を置くこと。
五　発火性又は引火性の物品、火薬類、銃砲刀剣類その他これらに類するものを昭和の森内に搬入すること。
一部改正〔昭和五七年規則二一号・平成一七年九四号〕
（立入りの禁止等）
第四条　知事は、めいてい者その他昭和の森の秩序を乱し、若しくは乱すおそれのある者又は施設に損害を加え、若しくは加えるおそれのある者に対し、昭和の森への立入りを禁じ、又は立退きを命ずることができる。
一部改正〔昭和五七年規則二一号・平成一七年九四号〕
（利用禁止区域）
第五条　知事は、昭和の森の損壊、昭和の森内における工事その他の理由により、昭和の森の保全又は利用者の危険の防止のため必要があるときは、区域を定めてその利用を禁止することができる。
一部改正〔昭和五七年規則二一号・平成一七年九四号〕
（休業日）
第六条　昭和の森の休業日は、次の表のとおりとする。
	休業する施設
	休業日

	一　全施設
	十二月二十九日から翌年一月一日まで

	二　バーベキュー場並びに森林に関する展示施設のうち交流館本館及び附属棟

	月曜日（当該月曜日が国民の祝日に関する法律（昭和二十三年法律第百七十八号）に規定する休日（以下「休日」という。）に該当する場合は、その翌日以降の最初の休日でない日）


２　知事は、必要があると認めるときは、臨時に前項の休業日を変更し、又は休業日を設けることができる。
３　指定管理者は、必要があると認めるときは、知事の承認を受けて、臨時に第一項の休業日を変更し、又は休業日を設けることができる。
全部改正〔平成八年規則一八号〕、一部改正〔平成一二年規則二〇号・一七年九四号・一八年一三号〕
（利用時間）
第七条　バーベキュー場の利用時間は午前九時から午後四時三十分までとし、森林に関する展示施設のうち交流館本館及び附属棟の利用時間は午前九時から午後五時までとする。
２　知事は、必要があると認めるときは、臨時に前項の利用時間を変更することができる。
３　指定管理者は、必要があると認めるときは、知事の承認を受けて、臨時に第一項の利用時間を変更することができる。
追加〔平成八年規則一八号〕、一部改正〔平成一七年規則九四号・一八年一三号〕
（利用の許可）
第八条　バーベキュー場を利用しようとする者は、バーベキュー場利用許可申請書（様式第一）を知事に提出しなければならない。
２　知事は、前項の規定によりバーベキュー場利用許可申請書を提出した者について利用を許可したときは、バーベキュー場利用許可書（様式第二）を交付するものとする。
３　前二項の規定により利用の許可を受けた者のバーベキュー場を利用する権利は、他人に譲渡し、又は転貸することができない。
追加〔平成一八年規則一三号〕
（利用の届出）
第九条　森林に関する展示施設のうち交流館附属棟を利用しようとする者は、交流館附属棟利用届（様式第三）を知事に提出しなければならない。
追加〔平成四年規則六号〕、一部改正〔平成八年規則一八号・一七年九四号・一八年一三号〕
（利用者の原状回復義務）
第十条　昭和の森の利用者は、昭和の森の施設の利用を終わり、又は利用を中止したときは、速やかに利用した施設を原状に復しておかなければならない。
追加〔平成一八年規則一三号〕
（利用料金の承認に係る公告の方法）
第十一条　条例第五条の二第五項の規定による公告（昭和の森に係るものに限る。）は、昭和の森の掲示場に掲示するとともに、インターネットの利用その他の情報通信の技術を利用する方法により行うものとする。
追加〔平成一八年規則一三号〕、一部改正〔令和六年規則五六号〕
（損害賠償）
第十二条　昭和の森の利用者は、故意又は過失によつて昭和の森の施設を損傷し、又は滅失したときは、それによつて生じた損害を賠償しなければならない。
一部改正〔昭和五七年規則二一号・平成四年六号・八年一八号・一八年一三号〕
（雑則）
第十三条　この規則に定めるもののほか、昭和の森の管理に関し必要な事項は、知事が定める。
２　指定管理者は、前項の規定により知事が定めるもののほか、知事の承認を受けて、昭和の森の管理に関し必要な事項を定めることができる。
一部改正〔昭和五七年規則二一号・平成四年六号・八年一八号・一七年九四号・一八年一三号〕
附　則
この規則は、昭和五十六年四月一日から施行する。
附　則（昭和五十七年三月二十九日規則第二十一号）
この規則は、昭和五十七年四月一日から施行する。
附　則（平成四年三月九日規則第六号）
この規則は、平成四年四月一日から施行する。
附　則（平成六年三月三十日規則第三十七号）
１　この規則は、平成六年四月一日から施行する。
２　この規則の施行の際現に改正前の各規則の規定に基づいて作成されている届出書その他の用紙は、改正後の各規則の規定にかかわらず、当分の間、使用することができる。
附　則（平成八年三月二十九日規則第十八号）
１　この規則は、平成八年四月一日から施行する。
２　この規則の施行の際現に改正前の愛知県昭和の森管理規則第七条の規定に基づいて作成されている利用届の用紙は、改正後の愛知県昭和の森管理規則の規定にかかわらず、当分の間、使用することができる。
附　則（平成十二年三月二十八日規則第二十号）
この規則は、平成十二年四月一日から施行する。
附　則（平成十七年七月八日規則第九十四号）
１　この規則は、公布の日から施行する。
２　改正後の愛知県昭和の森管理規則の規定は、平成十八年四月一日以後の愛知県昭和の森の管理及び利用について適用し、同日前の愛知県昭和の森の管理（同日前における改正前の同規則第三条の規定による同日以後の行為の許可及び改正前の同規則第八条の規定による同日以後の利用の届出に関することを含む。）及び利用については、改正前の同規則の規定は、この規則の施行後も、なおその効力を有する。
附　則（平成十八年三月二十八日規則第十三号）
この規則は、平成十八年四月一日から施行する。
附　則（令和元年六月二十八日規則第四十九号）
この規則は、令和元年七月一日から施行する。
附　則（令和六年十二月二十七日規則第五十六号）
この規則は、令和七年一月一日から施行する。
様式第１（第８条関係）
追加〔平成18年規則13号〕
様式第２（第８条関係）
追加〔平成18年規則13号〕
様式第３（第９条関係）
追加〔平成４年規則６号〕、一部改正〔平成６年規則37号・８年18号・17年94号・18年13号〕
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